
 
 
 
 
 

特別支援教育班  小林久美子（中学校教諭） 
【【【研研研究究究ののの概概概要要要】】】   
   
   
   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【【【生生生徒徒徒ののの変変変容容容】】】   

   

 
 
 
 
 
  
     
 
 
 
 
 
   

【【【成成成果果果ととと課課課題題題】】】   

   

－タイムマネジメント支援を中心として－ 

生徒の実態

 

どうしよう…

タイムマネジメント支援 
・家庭での過ごし方の支援 

 (生活チェックシートの活用)    

・学習支援  

(宿題支援)     
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自己肯定感を

持てる 

生活習慣 

特別な支援を必要とする生徒とその生徒たちを取り囲む部活動の生徒に対し、時間を意識して生活させるために生活チェッ

クシートを活用したタイムマネジメント支援を行ない、自分自身で時間の使い方の課題を見つけて、改善を繰り返させた。ま

た部活動の中でこのチェックシートを基にしてお互いのよさを認め合い高め合うミーティング活動を取り入れた。これらを継

続的に指導することで、学校・家庭生活において達成感の得られる生活作りを目指す研究に取り組んだ。 

チェックシートに、帰宅時間・食事時間・学習時間・睡眠

時間を色塗りして記録を取ります。それを振り返らせなが

ら生活を改善させる活動です。 

○学校（帰宅まで/登校から）：黒　食事：赤　学習：緑　睡眠：青　○今日の生活の評価は、週の目標がほぼ達成できたら３。

12 月 6 日 月 曜日

生活チェックシート

（　　）友達の答えを写した 【　　　　　　　】

今週の目標
名前

（　　）わかるところだけ 【　　　　　　　】
（　　）家の人に手伝ってもらって 【　　　　　　　】

家庭学習内容(宿題） 家での学習の取組方【教科名】
（　　）やらなかった 【　　　　　　　】
（　　）答えを写した 【　　　　　　　】

（　　）教科書等を調べて自分の力で 【　　　　　　　】

自主学習の内容（やった人だけ書く）　　

今日の生活は何点？　　 ５　・　４　・　３　・　２　・　１

18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00

  

タタタイイイムムムマママネネネジジジメメメンンントトト支支支援援援ををを通通通しししててて  

A 君は… 

○夕食がすむとすぐに学習を始める習慣が身に付き始めた。 

○テスト前や長期休みの学習課題の計画を親子で立てるよ

うになり、提出期限に間に合うようになった。 

B 君は… 

○やるべきことがある時、大好きなゲームや地域のサークル

の練習を我慢して取り組むようになった。 

○シートの活用により、朝に学校の準備をする癖がぬけない

ことと就寝時間が一定でないことに気付けた。 
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通
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仲
間
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よ
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と
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取
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入

れ
た
い
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い
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意
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た
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○
Ａ
君
や
Ｂ
君
の
生
活
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
意
見
を
言
う

部
員
が
増
え
、
認
め
合
う
雰
囲
気
が
育
っ
て
き
た
。 

○
み
ん
な
で
生
活
を
振
り
返
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こ
と
に
よ
っ
て
Ａ
君
と
Ｂ
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も
集
団
の
中
の
一
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あ
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い
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意
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育
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○
卓
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な
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学
習
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張
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な
ど
、

い
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。 

○タイムマネジメントにより、特別な支援を必要とする生徒たちは生活習慣を整え安心した生活を送れるようになった。

今後は生活チェックシートを利用しなくても自発的にタイムマネジメントを続けられるように指導する必要がある。 

○生活チェックシートを活用したミーティングを通して、お互いをよく知ることができ、部活動の仲間とは安心してかか

われるようになってきた。しかし、大きな集団の中に入ったときにパニックやトラブルを起こすことがあるため、様々

な集団に属したときに困ったことを自ら申し出て助けを求める技能などを身に付けさせていきたい。 

○教師間で連携しきめ細かな支援を進めることで、失敗を繰り返すことが少なくなった。教師間で気軽に情報交換できる

雰囲気作りに今後も努めていきたい。 

部活顧問と

いう立場で 

普段の何気ない

会話で情報交換 
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